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１．概要（Summary） 

発火性・爆発性溶剤の加熱乾燥において, 表面微細構

造を用いて溶剤の吸収波長を選択的に放射すること

で加熱炉内の温度を低く保ち, 発火・爆発の危険性を

低減する.  
 

２．実験（Experimental） 

表面微細構造に Au 膜をつけるために，ヘリコンスパ

ッタリング装置MPS-4000C1/HC1を利用した。電界

放射型走査顕微鏡 JSM-6700FT を用いて表面微細構

造の表面・断面を観察を行った．表面・断面画像か

ら表面微細構造の寸法を測定した．Au 膜の保護とガ

ラス基板の導電性確保のために約 20 nm のカーボン

を蒸着した．測定した寸法から数値解析モデルを作

成し，表面微細構造の光学特性を数値解析により求

めた． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

開口幅 3.4 μm の表面微細構造について，無電解金め

っきによって Au 薄膜を成膜した試料の表面に数十

nm 以上の Au 粒子が多数存在した．反射率のスペク

トル分布について実測値と数値解析値を比較した結

果，ピーク位置についてはおおよその一致が見られ

たが，ピーク位置での反射率については大きなずれ

が確認された．Au スパッタにより成膜した試料につ

いては，目立った Au 粒子は確認されず，ピーク位置

での反射率の値が比較的一致していたことから，構

造内の凹凸によって表面微細構造が表面光学特性に

与える影響が低減されると考えられる． 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし.  
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